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午前１０時 開会 

○谷委員長 おはようございます。委員各位におか

れましては、御多忙の折、御参集いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 ただいまから令和６年度予算審査特別委員会を

開会いたします。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

特別委員会に付託されました議案第10号「令和６

年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第６号）」

から議案第14号「令和６年度泉南市下水道事業会

計補正予算（第１号）」までの以上５件について

審査いただくものでありますので、委員各位にお

かれましては、よろしくお願いいたします。 

 なお、本特別委員会に付託されました議案につ

いては、委員会付託事件一覧表としてタブレット

に掲載しておりますので、御参照いただきたいと

思います。 

 それでは、議案の審査に先立ち、理事者から挨

拶のため発言を求めておりますので、許可いたし

ます。 

○山本市長 ただいま委員長のお許しをいただきま

したので、令和６年度予算審査特別委員会の開会

に当たりまして、御挨拶申し上げます。 

 谷委員長、田畑副委員長をはじめ委員の皆様方

には、日頃より市政各般にわたり深い御理解と御

協力をいただいておりますことに対しまして、感

謝申し上げます。 

 本日の委員会は、さきの本会議で本委員会に付

託されました議案第10号から議案第14号のまでの

計５件について御審査をお願いするものでござい

ます。何とぞよろしく御審査をいただきまして、

御承認賜りますようお願いを申し上げまして、簡

単ではございますが、御挨拶とさせていただきま

す。よろしくお願いします。 

○谷委員長 委員及び理事者に申し上げます。質疑

及び答弁につきましては、インターネット中継を

御覧の皆様に、発言者が分かるよう御起立いただ

きますようにお願いいたします。 

 これより議案の審査を行いますが、議案の内容

につきましては、本会議において既に説明を受け

ておりますので、これを省略し、質疑から始めた

いと思います。これに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって審査の

方法については、提案理由並びに内容の説明を省

略し、質疑から始めることに決定をいたしました。 

 それでは、これより議案の審査を行います。 

 初めに、議案第10号「令和６年度大阪府泉南市

一般会計補正予算（第６号）」を議題とし、質疑

を行います。質疑はございませんか。 

○森委員 お願いします。４点です。 

 まず、普通交付税とそれから臨時財政対策債の

補正については、これは確認なんですけれども、

もう決定したと、最終決定でこの額でいいという

ことですね。臨財債については、発行額が決まっ

たということでよろしいですね。 

 それから、65ページの弁護士報酬ですけれども、

これがこの事件の内容をちょっと御説明いただき

たいと思います。これに予納金が付いているんで

すよね、40万円。これは裁判所に支払う予納金で

すけれども、この辺ちょっと事情が全然分からな

いので、債権者である市が予納金を払うというこ

とですので、その経緯を御説明ください。 

 それから、82ページの予防接種健康被害給付金

ですけれども、これはコロナの予防接種によって、

何ていうのかな、健康を損ねられた方がたくさん

いらっしゃるということのようですけれども、程

度もいろいろあるんでしょう。 

 軽度の方から、その辺ちょっと詳しく御説明く

ださい。何人ぐらいいらっしゃるのか。軽症者、

重症者かちょっと分かりませんけれども、できれ

ば、どういう症状というか、どういう状態に陥っ

てしまったのか、その辺も教えていただきたいと

思います。 

 それから、89ページのインフラ施設包括的管理

業務委託導入検討調査委託料なんですけれども、

これは何となく分かるんですけれども、何をする

のか、ぼやっとは分かるんですけれども、これは

国交省のほうの施策というか、勧めでやっている

ことなんでしょうけれども、その範囲というのか、

これは民間に管理を委託していくことができるか

どうかというのを調査するんでしょうけれども、

これはいつまでに調査するのか、それから、その

範囲、下水、道路、公園、その辺どこら辺を目指
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しているのか、お示しください。 

 以上です。 

○谷委員長 ただいまの森委員の質疑に対しまして、

理事者の答弁を求めます。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長兼福祉保険

部生活福祉課参事 私のほうからは、予防接種健

康被害給付金につきまして御説明させていただき

ます。 

 これは、コロナワクチン接種後の健康被害の給

付金の予算となっております。予防接種の副反応

による健康被害は極めてまれですが、不可避的に

生ずるものでありますので、接種に係る過失の有

無にかかわらず、予防接種と健康被害との因果関

係が認定された方を救済するものとなっておりま

す。 

 予防接種法に基づく予防接種を受けた方に健康

被害が生じた場合は、その健康被害が接種を受け

たことによるものであると、厚生労働大臣が認定

したときは、市町村により給付が行われます。 

 今回なんですけれども、新型コロナワクチン接

種をされまして、数日後にお亡くなりになられた

方の御遺族より申請がありまして、市の予防接種

健康被害調査委員会を経て国に進達しておりまし

たが、このたび認定が下りましたので、死亡一時

金と葬祭料の支給を行うため、予算計上したもの

となります。 

 今までなんですけれども、泉南市におきまして

は、令和２年度末の医療従事者から、令和５年度

末までの臨時接種において18万6,987名の方に接

種をいただきまして、そのうちで健康被害を申請

いただいた方が現在８名おられます。 

 そのうちで認定された方が３名で、そのうちに

お亡くなりなられた今回の方も、この中に含まれ

ております。否認された方が２名、まだ審議中の

方がおられるのと、あと１名は書類待ちで進達が

まだの方がおられます。 

 程度なんですけれども、接種後のアナフィラキ

シーですぐに症状が出られた方と、比較的軽症な

方、認定がおりた方では軽症の方が１名と、現在

通院中の方が１名で、今回お亡くなりになられた

という大変重症の方が１名となっております。 

 否認の方につきましては、通常の副反応での範

囲であるとか、接種後から医療機関を受診されて

いるまでの期間が大変間が空いていて、ちょっと

因果関係がなかなか認定が難しい、できないとい

うことで結果が出ているということです。 

 以上です。 

○上野財政課長 私のほうからは、交付税と臨時財

政対策債の件についてでございます。 

 こちらにつきましては、交付税については交付

額が決定したことから、また臨時財政対策債につ

いては、発行可能額が決定したことから、予算と

の差額を補正するものでございます。 

 また、臨時財政対策債につきましては、発行可

能額の満額を借り入れる予定をしております。 

 以上です。 

○守行総務課長 私のほうからは、弁護士報酬の内

容について御説明させていただきます。 

 弁護士報酬152万6,000円の内訳につきましては、

まずは懲罰決議取消事件についての勝訴が確定し

たということの成功報酬ということで、73万

7,000円となっております。 

 あともう１つのほうが、議案第４号にもありま

した訴えの提起のところの時効取得に係る分につ

きまして合計、予納金を含めますと78万9,000円

ということになっております。 

 それとあと、予納金のことについてお話があっ

たかと思いますが、予納金につきましては、今回

不在者財産管理人というのを選定させていただき

ますので、その方の報酬も含めまして、不在者の

財産を管理するために、必要な費用に不足が出る

可能性がある場合、円滑に事務が遂行できるよう、

あらかじめ裁判所へ納付するものということに

なっております。 

 以上でございます。 

○安達道路課長 それでは、私の方からは、インフ

ラ施設包括的管理業務委託導入補助業務について

御説明させていただきます。 

 対象としておりますインフラにつきましては、

道路、公園、河川、あと里道、水路等の法定外公

共物を対象としております。 

 昨年度にインフラ施設の導入可能性調査という

ことで、調査のほうを一部やらせていただきまし

て、その調査を基に、今年度さらなる事業化に向
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けた検討業務を発注していくという形で行う予定

にしております。 

 それで、実際事業の着手としては、令和８年度

を目指して業務着手に当たる予定にしております。 

 以上です。 

○森委員 ありがとうございます。全然存じ上げな

くて申し訳ないですけれども、亡くなった方がい

らっしゃったという大変痛ましいことでございま

した。 

 だから、この金額はその御１名様の分が全てな

んですね。分かりました。ただ、これは潜在的と

いうか、まだ露見していない潜在的な被害者とい

うんですかな、そういう方がいらっしゃる可能性、

今の件数を聞いた限りでは、かなり少ないので、

いらっしゃる可能性があると思うんですけれども、

これを認定してもらうには、どうしたらいいのか

ということのなんていうかな、周知も必要でしょ

うし、どこへ行ったらいいのか。これは、どこで

認定しているんですか。市で認定しているんです

か。市においてか、その辺をちょっとお示しくだ

さい。 

 それから、予納金が40万円ですけれども、これ

は返ってくるかどうか、そうしますと不確定です

よね。もう１回ちょっと全体像、金額幾らの訴訟

なのか、ちょっとお知らせいただけますか。 

 それから、インフラの事業化が令和８年度から

民営、民活というのか、民間にお願いするのは令

和８年度から予定しているということですけれど

も、もう令和８年度当初から順々にやっていくと

いうことですかね。その辺の計画があれば教えて

お示しください。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長兼福祉保険

部生活福祉課参事 新型コロナワクチン接種の健

康被害についての手続なんですけれども、申請は

住民票のある市町村に申請をいただきます。その

後、市のほうで設置しております予防接種健康被

害事故調査委員会、これは医師５名で成っている

んですが、そちらのほうでも調査をいただきまし

て、その結果を併せて都道府県を通じて厚生労働

省のほうに進達をしております。 

 認定につきましては、厚生労働大臣から疾病障

害認定審査会というところのほうに審査を行って

もらいまして、その結果が、また市町村のほうに

下りてくることになっております。 

 認定に当たっては、厳密な医学的な因果関係ま

では必要とせず、接種後の症状や予防接種によっ

て起こることを否定できない場合も対象とすると

いう方針で、審査が行われております。 

 周知なんですけれども、今後もその接種された

ことで、副反応、健康被害になっておられる方々

につきましては、市のほうに、保健センターのほ

うに申請いただくことになりますので、市のウェ

ブサイト等を通じまして、引き続き周知のほうは

行っていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○守行総務課長 私のほうからは、先ほどの予納金

40万円の部分についての訴訟の額の内訳というお

話しをまずさせていただきます。 

 78万9,000円のうち40万円は予納金ということ

になっております。あと、所有権移転登記請求権

に係る着手金ということで、こちらが５万9,000

円です。 

 こちらにつきましては、泉南市訴訟事件等の報

酬に関する規程第４条第１項に規定しております

報酬率で算定しておりまして、この訴額の価格、

金額の算定根拠としましては、当該土地の面積の

１平米当たりの路線価と、当該土地の面積、そこ

に今回の土地の持ち分、こちらが18分の１となっ

ておりましたので、その金額で算定をさせていた

だいております。 

 あと、残りの不在者財産管理人選任申し立てに

係る着手金、こちらが33万円となっております。

この算定のこちらの33万円の根拠ということにつ

きましては、住所地不明者に対する不在者財産管

理人選任の申立てということになっておりますの

で、裁判所との資料の追加作業等、ちょっと簡単

とは言い難い要素が含まれておりますので、こち

らにつきましては、顧問弁護士さんと協議を行い、

設定しております。 

 予納金につきましても、こちらも同様にやっぱ

り住所地不明等というようなこともありますので、

そこから顧問弁護士さんの今までの経験則からい

くと、大体40万円ぐらい予納金として見込んでお

くほうが望ましいということでありましたので、
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40万円の設定をさせていただいております。 

 以上でございます。 

○安達道路課長 それでは、インフラ施設の包括的

民間委託につきまして、令和８年度からの開始予

定ということで、当初は一部のエリアから開始し

まして、徐々に広げていくという形で考えており

ます。 

 当初は、初年度につきましては、今考えておる

のは、ＪＲより山手の柴田団地とかサングリーン

ですね、市の開発残地、そちらがあるエリアから

徐々に広げていくという形で考えておりますが、

今後事業者等との打合せの中で、どのエリアから

始めていくのが妥当なのかということを、今後検

討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○森委員 これは杞憂かもしれませんけれども、や

るならやるで、一遍にはできないけれども、徐々

に徐々にやっているということは、非情に何てい

うか不合理が生じるんじゃないですかね。 

 片方は市が管理している部分があって、民間が

管理している部分があるというのが長いこと続く

と、非常に合理的でなくて、格差もあるやろうし、

やるならやるで、できるだけ早めに仕上げるよう

にしたほうがいいように思いますけれども、それ

はあれです。 

 それから、40万円というのは、弁護士が予想し

ている金額が40万円やね。裁判所が決めた金額が

まだ出ていないのね。分かりました。 

 それから、この健康被害の件ですけれども、早

く届け出ていただかないと、早くしないとだんだ

ん分からなくなってくるんじゃないですか。その

辺ちょっと周知にも気を配っていただいたほうが

いいんじゃないですかね。もううやむやになって、

もう分からなくなってしまうということの可能性

がかなり高いと思いますので、後遺症が残ってい

るけれども、それは何の原因や分からんというよ

うなことに、判定にもなりかねませんで、お願い

しておきます。 

○山本市長 私のほうから１点、インフラ施設の包

括管理業務委託の件につきまして、少しだけお話

をします。 

 先ほど担当のほうから話がありました令和８年

度にやっていく予定といいますか、令和８年度に

もし実施していくに当たって必要な調査をまたし

なければいけないので、その辺りをやっていくと。

確定をしているわけではございません。 

 実際のところ、先導的官民連携で、昨年度は国

交省から採択をいただいてやってきたわけですけ

れども、まだそこで完全にやるというふうに踏み

切るには、まだまだいささか課題がございました

ので、この辺りをまた引き続き、先導的官民連携

のほうでサポートいただきたいという思いがあっ

たんですけれども、今回、国のほうからそのよう

なメニュー自体がそもそも出てこなかったという

ところで、じゃ国からメニューが出てこなかった

からやめるのかという話の中で、そういうわけに

はいかないという話になりました。 

 経緯としましては、やはり泉南市のうちの職員

において、やはりいわゆる土木職、技術職員がこ

れからの予測としてどんどんなり手が不足してい

くんじゃないかという、そういった予測がござい

ます。 

 そこに対して、どのように課題解決をしながら、

地元の事業者さんとともに、住民サービスを守っ

ていくかという観点で、必要な調査をこれからし

てまいります。 

 先ほど財政的な話もいただきました。まさにど

のエリアまで広げるのが現実的なのかというとこ

ろも踏まえた調査を想定しておりますので、御理

解いただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

○石橋委員 お願いいたします。議案書95ページの

施設保全整備事業ですが、今回の市立樽井小学校

における車椅子対応の施設改善については、対策

を講じていただいていることに非常に感謝いたし

ます。 

 その上で３点お伺いいたします。 

 今回の修繕においては、文科省が示す学校施設

バリアフリー化推進指針を、どのように踏まえた

上で検討がなされているのか、具体的にお聞かせ

いただけますでしょうか。 

 ２点目、階段昇降機の導入を検討されていると

のことですが、エレベーターの設置や車椅子使用

者のためのトイレ、これは来年４月の当該新入生
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だけでなく、避難所になった場合も含めます使用

者のためのトイレや、スロープの整備については

どのように考えられているのかもお聞かせくださ

い。 

 ３点目、教室内での教材や教具の適切な配置、

高さや場所、校舎内での移動のしやすさといった

点も重要かと思われますが、これらに対して４月

に向けて、どのような対応を考えておられるかに

ついても御説明いただけますでしょうか、お願い

いたします。 

○谷委員長 ただいまの石橋委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○水田教育総務課長 まず、バリアフリー化の分に

つきましてですけれども、今回小学校１年生の、

来年入る予定になっているんですけれども、小学

校１年生ということで、１階の部分ですけれども、

今回主に整備するのが、スロープ、渡り廊下、出

口の改修と段差の解消、あと手洗い器具、水回り

の改修等を考えております。 

 その辺は、学校現場、あと障害者の方、親御さ

んとやりながら、適切に一番いいような形で、学

ぶ機会を守るような形で今後も進めていきたいと

思います。 

 それから、エレベーター・昇降機ですけれども、

エレベーターとなると、かなり大規模な工事に

なってまいります。うちのほうも調べたところ、

車椅子対応のそういう要はキャタピラ式というか、

そういうのの対応できるような昇降機というのが

一番いいだろうということで、汎用性も利くとい

うことで、今後そういうものの導入ということが

必要であろうと考えております。 

 それから、教室内の移動ということなんですけ

れど、その辺は、もちろん保護者の方、本人さん、

あと学校の現場の先生等とやりながら、随時その

都度、不具合等がないような形で、使いやすい、

友達と一緒に過ごせる時間を多く取れるような形

で、随時対応していきたいと思います。 

 以上です。 

○桐岡教育部長併成長戦略室参与 補足になります

けれども、文科省が定めるバリアフリー化の推進

につきましては、当然その方針に従って整備を進

めていくわけでございますけれども、それについ

ては、今回については入学する子どもへの緊急対

応ということでありましたので、個別対応となっ

てまいりますけれども、これから小中学校再編計

画を進めていく上では、当然そのバリアフリーの

方針に従って整備を進めていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○石橋委員 御説明ありがとうございます。車椅子

の状況というのがどの程度の車椅子かが分からな

いので、いわゆる簡易で自分でやれるのか、一定

大きいのか、極端な話、あまり想像されませんけ

れども、ベッドタイプぐらいなのかにも、いろい

ろ車椅子にもあると思うんですけれども、トイレ

というところがもうちょっと具体的に改修、改善

とか予定がありましたら教えてください。 

○水田教育総務課長 トイレにつきましては、先ほ

どの水回り等は考えておるんですけれども、小学

校にある多目的トイレ、その辺の利用活用という

のを緊急避難所ということもありますので、その

辺も含めて、障害者の方に不便のないような形で

今後も整備に努めたいと思います。 

 以上です。 

○大森委員 退職者の退職手当の増額についてお聞

きしますけれども、11人の方が早期で自己都合が

１名ということなんですけれども、辞める方の年

齢構成とか、在職年数とか、どういう在職したと

き、辞められるときの最終的な、どこの課とかい

うのがちょっと分かれば、今急に言うてなんなん

で、年齢の上から，一番若い方とか一番高齢の方

とか、そういう範囲でもいいので、それから理由

なんかも教えてください。 

 それから、早期と自己都合の分け方がちょっと

分からないので、その辺についてお答え願いたい

と。 

 この問題は、泉南市だけの問題じゃないという

ふうに聞いたりも、お答えもいただいているんで

すけれども、それだけに対策というのは必要やと、

共通の対策なんかも含めてあると思うんですけれ

ども、ずっと長く続けてもらえるような対策を考

えておられれば、どのようなことを考えておられ

るのか、それについてお答えください。 

 それと、予防接種の件で新型コロナのことです



 

-6- 

けれども、僕も死亡があったというようなことは

知らなかったんですけれども、やっぱりワクチン

に対する不安という声は、やっぱりたくさんある

ようで、ですから、情報公開というのをしてもう

て、受ける方のその判断基準になるように。それ

から泉南市であれば何人受診されて、ちょっと

さっきお話があったけれども、死亡者が何名で、

それから健康被害の申請が何名で、認定が何名

あったというようなことも、やっぱり情報公開し

て、ワクチンを打つときの判断基準になるように

してもらうと。 

 どういうふうな症状があるとかいうようなこと

も含めて、判断基準をやっぱり、一方はコロナの

後遺症の問題なんかも市民に知らせる必要がある

と思うんですけれども、そういうふうな情報公開

に取り組んでもらいたいというふうに思うんです

けれども、その点どんなふうに考えておられます

か、お答えください。 

 それと、債務負担行為のところで、万博の生徒

招待事業についてお聞きします。 

 万博に遠足に行く理由ですよね。万博というこ

とで、国際的な視野を広げるということもおっ

しゃっているわけですけれども、万博の花といわ

れるような、もうパビリオンの出展なんかも非常

に遅れているという状況ですよね。 

 そういう中で、ほか、万博でなくても国際交流

的なものは出てくるやろうし、これから本当にど

うなるか分からない、パビリオンの出展が大分減

る。実際もう大分減っていますわね。そういうと

ころに行く価値があるのかどうかということが１

つです。 

 あと、安全性の問題です。いまだ安全宣言、ガ

ス爆発についての安全宣言というのは出されてい

ませんし、この間、避難計画が出されましたけれ

ども、あれについても実際、実現可能なのかとい

うような不安の声とかある中で、この安全性とい

うのも担保できているのかどうかというようなこ

ととか、そういう判断をされているのか。 

 これはバスで行くつもりでバスのお金を、バス

代のことのお金ということでお聞きしているんで

すけれども、降りたところから貸し切りバスで行

けば、万博会場の乗降場から降りて入場ゲートま

で約１キロあるということで、小学校低学年であ

れば30分かかると、バスで揺られて疲れてきた中

で、また暑い中、子どもたちが歩いていって大丈

夫なのかと。 

 小学校以下の子どもたち、 

小学生、幼児については屋根の付いた昼食を取る

場所が保証されているみたいですけれども、中学

生になれば、まだ分からないというようなことと

か。 

 それから、本当に万博は子どもたちに役に立つ

ようものにするということで、例えば普通の遠足

であれば先生方が事前に下見をして、どこどこを

回ろう、こういうところを見てもらおうというこ

とを、先生方が事前に見て計画を立ててするんで

すけれども、この万博遠足については事前の下見

ができるかどうか分からないとか、それからパビ

リオンも、どこに割り当てられるか分からないと、

行きたいというパビリオンに全部行けるという保

証はないようですしね。 

 そういう点から考えれば、本当にこの万博遠足

が必要なのかどうかという点で、子どもの安全性

も含めて、その点についてどう考えておられるの

か。 

 あと１つ、こんな形で債務負担行為を取るなん

ていうのは、来年度の遠足でね。その理由という

のは、どういうことなのか。バス代が、バスが借

りられないかもしれないとかいうようなことが理

由なんですかね。それぐらい集中するときに、わ

ざわざ行く、行かなければならないということも

問題じゃないかということを思うんですけれども、

その点についてもちょっとお答えください。 

○谷委員長 ただいまの大森委員の質疑に対しまし

て、理事長の答弁を求めます。 

○北野秘書人事課長 まず、私のほうからは、退職、

早期退職というところでお答えさせていただきま

す。 

 早期退職の年齢なんですけれども、一番若い方

で50歳になっております。平均で言いますと53歳

となっております。あと、在職、在勤、勤続年数

なんですけれども、平均で31年ほどになっており

ます。 

 あと、早期退職と自己都合退職の違いというと
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ころなんですけれども、早期退職の場合、勤続年

数が25年以上というところと、あと年齢で50歳以

上、59歳６か月というところの条件がございます。 

 あと、退職手当につきまして、１年に当たり

0.02分の割り増しといいますか、その分がちょっ

と増加するという形になって、そこがちょっと自

己都合と早期の違いということになっております。 

 以上です。 

○石谷行政経営部副参与 続きまして、退職者の主

な早期退職の理由です。それぞれ個々に面談等を

行いまして、早期退職を申し出た方とは理由等を

伺っております。 

 今回11名の方がいらっしゃいますので、皆さん

が同じ理由ということではございません。大体年

齢のこともございますし、自身の体調や健康面で

の問題、体力的なこと、なおかつやっぱり家族介

護があったりとか、そういうことが理由という方

もいらっしゃいます。 

 あと、実際その業務の中で、御自身の今担当し

ている業務内容や、自身としてこれからこなして

いかなければならない業務について、ちょっと

やっぱり自信がないというような方もいらっしゃ

いますし、本当に退職を決断するという理由は、

１つということではなくて、様々な要因が重なっ

たり、かみ合ったりして、ちょうど退職、早期退

職の申出の時期に、ちょうどそのタイミングが合

致して、申出を行ったという方がほとんどでござ

います。 

 また、委員おっしゃるその対策ということなん

ですけれども、確かに今の泉南市の行政の業務内

容として、やりがいであったりとか、市の業務に

行政事務に対して魅力を感じていただくというこ

とは、非常に重要だと感じております。 

 そのために、昨年度から自己申告という制度が

ございまして、その自己申告書に書いていただく、

申告していただく対象の要件を、昨年度から拡大

しております。 

 また、専任職の分野においても、福祉とか、債

権管理とか、ＩＣＴの分野を新たに設けまして、

高度な専門性を発揮できるような環境整備という

のを構築しております。 

 人事としてできること、その自己申告をなるべ

くたくさんの多くの職員の方にしていただいて、

その情報を確実に蓄積して、その情報を分析する

ようにして、それぞれのその結果を、分析結果を

今後の人員配置とかに生かしていきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長兼福祉保険

部生活福祉課参事 私のほうからは、コロナワク

チン接種に対する情報公開という、健康被害の情

報公開ということでございますが、国や大阪府単

位では、全体の状況を公開されておりますが、市

町村単位では、ほとんどされていないところが多

くなっております。 

 やはり御遺族や申請者の中には、知られたくな

いと思われる方もおられまして、こちらが気をつ

けていても、少しの情報でも個人を特定してしま

う可能性もありまして、ちょっと今のところ、健

康被害の情報公開については考えておりません。 

 ただ御指摘いただきましたように、予防接種を

受けるかどうかの御判断をいただくという、その

情報提供は大変大事だと思っておりますので、

ウェブサイトやチラシ等を通じまして、副反応の

可能性があるということを、またその内容につき

まして、できるだけ丁寧に周知してまいりたいと

思っております。 

 以上です。 

○川口教育部次長兼指導課長併成長戦略室プロモー

ション戦略課参事 それでは私のほうから、55

ページの債務負担行為でお願いしております日本

万国博覧会の招待事業に関わっての御質問にお答

え申し上げます。 

 まず、この万博に対して参加する価値はあるの

かという御質問に対してなんですけれども、一般

質問でもお答えさせていただいたとおり、今回の

万博につきましては、本市の未来を担う子どもた

ちの望ましい成長につながる、そして本市が目指

す「希望と力に満ちた、たくましく生き抜く子ど

も」の育成に寄与するということで、この万博に

参加することによっていろんなことを学んでいた

だく意味では、価値があるというふうに認識して

おります。 

 続いて、安全性の面についてでございます。い
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ろいろ新聞紙上からでも、いろんなメタンガス等

の情報も、事故のことも出ております。私どもの

教育委員会のほうに、大阪府教育委員会の方から

いろんな安全対策について御提示していただいて

おりまして、災害対策時の緊急対応については、

安全性が確保されるまで、一定いろんな現地での

備蓄等を整えた上で配慮すると。 

 また、緊急な災害と緊急な病気等に対しまして

は、会場内で診療所であるとか、応急処置をする

場所であるとか、そういった場所の確保について、

事前に我々のほうにも案内していただいていまし

て、十分な体制で子どもたちを迎えるということ

で準備を進めていただいているということで理解

しております。 

 また、先ほどおっしゃっていましたバスの乗降

場、バスを降りてから約１キロ、約1,000メート

ルを徒歩でということなんですけれども、これに

つきましては、教育長の協議会等からも要望して

いただいているんですけれども、確かに低学年の

方であるとか、特別支援学校なんか徒歩でこうい

う約１キロを徒歩で、15分程度かかるということ

になりますので、できるだけゲートに近い場所に

おいて乗降場所を実現できるように要望しており

まして、今検討しているということを聞いている

ところでございます。 

 あと、屋根のあるところでのリング、大屋根の

ところでの休憩ということなんですけれども、一

定いろんな要望を上げた中で、小・中学校での対

応をしていただけるというのは聞いているところ

でございます。 

 あと、万博会場の下見の件なんですけれども、

万博が開幕する４月13日以降に、１つの学校単位

で一定の教員数が下見に行けるということで、そ

れは事前に連絡を受けておりますので、今のとこ

ろ、この13日以降ではなくて、それより前にそう

いった下見をできるような機会を設けていただけ

るようにということで、今要望を上げていただい

ているところでございます。 

 また、パビリオンの件なんですけれども、これ

につきましては、事前に来場単位でパビリオンの

視察について、見るについては割当てをしていた

だける予定というふうに、現在伺っておりますの

で、そういった府教委の対応の要望を踏まえて、

できるだけ子どもたちの移動が速やかに、速やか

にパビリオンに行けるような形での体制を取って

いただこうと考えております。 

 あと、今回バスをなぜこういうふうにお願いし

たかというと、まず府教委のほうから、今回学校

単位でこういった無料招待がございました。そし

て、それに対して泉南市内の小学校、中学校は全

校で参加する意向というのを示していただきまし

た。 

 我々としましては、こういった学校の考えに基

づきまして、今回のバスの債務負担をお願いする

ことによりまして、来年度の予算ではなくて、こ

の債務負担行為をお認めいただくことによりまし

て、すぐさま子どもたちのバスを確保させていた

だいて、日程等も注意した中で、一番安全な、一

番スムーズな移動方法というふうに考えておりま

して、今回この債務負担行為でバスの分の借り上

げ等をお願いしたというところでございます。 

 以上でございます。 

○大森委員 あと、退職のことで、あと男女比が分

かれば教えてもらえますか。 

 それと、いろんなものを決断されて、11人とい

う数は、やっぱり多いというふうに見ていいのか、

業務に支障が出るような人数かなというふうな感

じがしたりするんです。 

 もちろん、皆さんがあまり支障が起きないよう

な体制は取ってもらっていると思いますけれども、

いろんな仕事に、業務上にその分負担が、ほかの

方が増えるわけなので、それから本当のことを言

えば、もうちょっと働いていろんな蓄積された技

術なんかが、もう利用されないように、途切れる

わけやから、そういうこととかを考えれば、やっ

ぱりいろんな問題もあると思うので、早期退職者

を減らすということがやっぱり一番大事かなとい

うふうに思うんですけれども、その辺の対策です。 

 体調のこととかある場合なんかは、給与補償な

んか使ってもらうとか、家族介護なんかでいえば、

時間、時短で対応してもらうとか、そういうふう

なことを、もっともっと改良する部分があれば

やってほしいと思うんですけれども、その点どん

なふうに考えておられますか。 
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 ちょっと男女比を教えてほしいと思うのと、若

い方というて、53歳が一番若い方というふうに

おっしゃっていたんですが、もっと若い方いらっ

しゃるんかなと思っていたんですけれども、反対

に言うたら、一番脂の乗り切った、いろんな家庭

の事情とか出てくる年かもしれませんけれども、

方が辞められるんだなと思って聞いていたんです

けども、ちょっとその辺の影響なんかについて、

できるだけ自己退職者を減らすような方向につい

て、もう少し具体的な取組があれば、教えていた

だきたいと思います。 

 それと、学校の遠足のことですけれども、希望

するパビリオンには行けるというふうにはなって

いるんですかね。安全対策のために、子どもたち

が安全対策、安全に行ってもらうために１年前か

らこうやってバスを予約したりするんだというこ

とでした。 

 やっぱり１年前からそういうバスを予約、貸し

切りバスを予約しないと安全対策が取れないとい

うふうな遠足ということ自体に問題があるんじゃ

ないかというふうに思うんです。 

 子どもたちが集中した時期に、５月ぐらいを予

定されているんですかね。その時期にやっぱりも

ういっぱい子どもたちが集中するということで、

安全性を確保しようと思ったら、そういう早めか

ら取っとかなあかんのやというようなことで、全

府内的にそういうことが集中してくるということ

自体が、その時期にゲリラ豪雨とか、重なったり、

熱中症のことも重なったりしたら、本当に安全な

のかと、万全なのかという疑問は残ります。 

 ちょっと今言ったような、先生方が考えた、こ

ういうのを見てほしいというパビリオンが見られ

るようなことにはなっているのかどうか、その辺

についてお答え願いたいと思います。 

 それから、学校の先生方のアンケートで、万博

に行くんやということのアンケートの結果が返っ

てきたというふうに、それも１つの万博に行って

もらう理由やというふうにおっしゃっていました

けれども、これはもうテレビの報道や、いろんな

マスコミでもありましたけれども、その意向調査

自体が、やっぱり圧力的じゃなかったんかと。 

 行かないという選択肢はなかったというような

ことで、そういうアンケートの調査の方法を見て、

自治体ぐるみで、もう万博には子どもの遠足、万

博にはもう行かせませんと、行きませんと言うた

市が出たりしているので、あのアンケートが行き

たいというふうにあったから、それイコール問題

なく進めていくということにはならない。 

 圧力的であったという不満の声もやっぱり聞こ

えてきているので、その辺のことも考えていただ

きたいというふうに思います。 

 それと、ちょっと聞き漏れていたんで申し訳な

いんですけれども、デリバリーのことで、今回小

学校のデリバリーに備えて食器を替えるというこ

とですけれども、今後その小学校のデリバリー給

食に向けて、どんな対策が、これからこういう事

業がほかに引き続くような事業ですね。 

 今回は食器を替えるということだったんですけ

れども、それ以外にこの後、小学校のデリバリー

の給食に備えて、こういう対策を考えていますと

かいうのがあれば教えてください。 

○北野秘書人事課長 私のほうからは、退職の人数

についてお答えさせていただきます。 

 早期退職なんですけれども、女性が４名、男性

７名の11名となっております。 

 あと、早期退職の人数というか、今回11名で多

くなっているのかというところで、ここ直近５年

を見ると、やはり４名、４名、６名、大体４名か

ら五、六名程度だったものが倍になっているとい

うところは、確かに増えているということに間違

いはありません。 

 今回、早期募集する際に、ちょっと今回で早期

退職という制度が廃止、ひょっとしたらなくなる

かもしれないというような文言も、そういうのも

ちょっと感じ取れるような書き方というのも今回

ありましたので、そういった形で早期の方という

のも、ちょっと判断の１つにもなったのかなとい

うふうには感じております。 

 以上でございます。 

○石谷行政経営部副参与 では、対策という部分で、

介護とか、体調とか、そういう面で市としての制

度ということなんですけれども、介護とかに関し

ましては、現在時差出勤の制度というのも設けて

おります。 
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 窓口業務のあるところは、ちょっとできない部

署もあるんですけれども、可能な部署については、

時差出勤をしてもらうことで、介護との両立をし

ていただくような形も取っております。 

 介護休暇に関しましても、時間単位で取れたり

とか、１日単位で取れたりとか、あと長期の介護

休暇というのも取得できるような制度というのは、

構築しております。 

 現に、その制度を利用しながら時間単位であっ

たり、１日単位、もしくは長期単位で介護休暇を

取られている方もいらっしゃいますので、その辺

を、そこだけが理由という方に関しましては、そ

ういう制度を利用してもらいながら、お仕事との

両立というのを、ぜひ考えていただくような取組

というのを、今後も進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○川口教育部次長兼指導課長併成長戦略室プロモー

ション戦略課参事 そうしたら、万博関係のこと

で、私のほうからお答えさせていただきます。 

 まず１点目としてパビリオンのほうなんですけ

れども、確実にということで御質問をいただきま

した。現在私どものほうで、府教委のほうから情

報をいただいておりますのは、事前に申込みをさ

せていただいております。事前にこのパビリオン

の来場単位、今回ですと学校単位になるんですけ

れども、割当てを行っていただいております。 

 ただ、その詳細につきましては、今後また情報

提供するということで、今お聞きしているところ

ですので、現在では来場単位で割当てをするとい

うことで、基本的には要望に応えていただけるも

のというふうに理解しております。 

 次に、バスの安全ということなんですが、今回

のバスにつきましては、まず泉南市から、この万

博会場に行く手段として、大阪市内では一定電車

ということで、子どもは電車ということで予定さ

れているんですけれども、大勢の子どもさんを安

全に確保して移動する、スムーズにできる方法と

いうのは、このバスであるということで、このバ

スの借上げをお願いし、債務負担をお願いしてい

るところでございます。 

 それと併せまして、小・中学校の全学校で、こ

ういった参加する意向を示していただいておる中

で、確実に希望していただいても、やはり移動手

段がないということは、我々にとって子どもたち

に大変迷惑をかけるという認識がありますので、

この時期に、できるだけ早い時期に予算を承認い

ただいて、子どもたちを安全でスムーズな体制で、

万博会場に行っていただきたいという思いで、こ

の補正、財務負担ということで進めているところ

でございます。 

 あと、万博のアンケートの件なんですけれども、

確かにこれは意向調査ということで、そういった

フォーマットがあって、個々の学校のほうで入力

をしていただいております。 

 内容につきましては、やはり万博のほうにこの

学校で参加されますか、参加されませんかという

そういう入り口論があったと思うんですけれども、

学校としては、基本的には参加したいという意向

であったというふうにお聞きしております。 

 そういったアンケート、今御指摘のような内容

ではなくて、参加する方向でいろんな回答をして

いただいたというふうに認識しております。 

 以上です。 

○上柴教育総務課参事 私のほうからは、デリバ

リーについての対策ということで御説明させてい

ただきます。 

 今おっしゃっていただきましたように、今回の

補正で、この食缶デリバリー給食に移行するに当

たっての新たな保温性、保冷性の高い食缶や、ま

た食器類等必要なものを購入するための経費を計

上させていただいております。 

 また、それ以外につきましては、今年１月にプ

ロポーザルを実施しまして、そこで決定しました

業者と、この給食提供に当たりまして、各学校へ

搬入するに当たっての搬入経路の確認、そこら辺

の安全性の確認とか、また配膳室の中での給食提

供がスムーズに行えるかというようなところの、

そういった部分について、業者と一緒に各学校10

校を回りまして確認を行ってございます。 

 また、今後それ以外につきましても、まず来年

令和７年９月から、このデリバリーでの給食提供

が開始されるんですけれども、その前に試行的に

給食提供を各学校のほうでさせていただくことに

ついても、この業者と打合せはしておりまして、
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詳細はまた近づいたときに、具体的に行うような

形になっております。 

 それ以外にも、業者のほうの栄養士の方と、こ

ちらの給食センターの栄養教諭の先生方をはじめ

とした、管理栄養士の先生方との、また献立につ

いての打合せ等々、細かい部分につきましては、

今後また必要に応じて進めていく形で考えており

ます。 

 以上になります。 

○大森委員 退職の件なんですけれども、今テレビ

なんかを見ても、転職の紹介をするような会社の

宣伝とか、あんなのがどんどん出ていて、転職を

あおるというか、会社の側はもうからへんように

なったら、すぐ首切りもしたいやろうし、そうい

う人をとにかく早く転職、マッチングとかいうて

やりたいと、そういう流れもあるんだと思います。 

 だから、市役所の中でも安定した職場とか言わ

れましたけれども、やっぱり辞めていく方が、そ

ういう影響も、影響というか、そういう方もいろ

んな条件が重なって辞めていく方も増えてくるん

だろうなということを思います。 

 それはもうやっぱり特別な対策というか、今ま

で以上に対策に力を入れていってほしいなという

ふうに思います。 

 ただ、やっぱり泉南市だけじゃないと思うんや

けれども、やっぱり長時間労働とかいうことが、

どこも問題が大変、それからあと男女のそういう

格差の問題とかあると思います。 

 ちょっと長時間労働のことについてお聞きした

いんですけれども、職員数がどうなんですかね、

類似団体に比べて定員数というのは、泉南市の場

合は多いのか。その中には、正規や非正規のこと

とかも考えて、定員は考えなあかんと思うんです

けども、その辺の状況とか、もしくは少ないので

あれば、それか同じぐらいでもあったらやっぱり

ちょっと増員するような方向で考えていただきた

いんですけれども、それはどんなふうに考えてお

られるのか。 

 それと、コロナのやつですけれども、情報公開

については国が責任を持った、医療のことに関わ

ることもある、専門的なこともあるので、すべき

だとは思いますけれども、やっぱり身近なところ

で保健センターにどうなんだということを聞くこ

ともあると思うので、そのときには、できるだけ

丁寧に説明してもらえるような準備というのは、

しておいてもらいたいというふうに思いますし、

国にもそういう趣旨のことは伝えていただきたい

というふうに思いますので、その点についてどう

考えておられるのか、お答えください。 

 それと、万博については割当てがあるイコール、

要望したパビリオンに見に行けるということでは

ないというふうに思うんです。なんか４月11日か

らあれですか、下見ができるようになるというお

話があったんですよね。 

 だから、この時期で実際、遠足に行かれるのが

例えば５月ぐらいになったら、やっぱりこういう

短い時間の中で、おっしゃるように本当に子ども

たちにプラスになるようなパビリオンの見学とか、

いろんなことを含めて計画が短い期間でできるん

かということも心配に思っていますので、その辺

についてお答えください。 

○田畑副委員長 予算委員会や、予算。 

○大森委員 それと、予算やで。債務負担行為で、

委員長、委員長じゃない人が発言するのは、やっ

ぱり止めてくださいね。 

○田畑副委員長 予算委員会や。 

○大森委員 こういうのが止まるんですよね。 

○田畑副委員長 止めていないですよ。 

○大森委員 それと、止めないでください。あなた

にそんな権限はありません。 

 それで、もう１つお聞きしたいのは、今、デリ

バリーに備えて、経路の確認というふうにおっ

しゃっていたけれども、和歌山県から泉南市の各

小学校に給食を持っていくのに、どれぐらいの時

間がかかるんですか。おおよそのことが分かって

いたら、それについてお答えください。 

○北野秘書人事課長 私のほうからは、定数につい

てお答えさせていただきます。 

 定数につきましては、今年度定員管理計画415

人で、当然令和５年、４年と見ると、やはり４年

のときは411名と少なくて、令和５年422名と増え

ていった、今回減っている形にはなっています。 

 類似団体で見ると、多くもなく、少なくもなく、

ちょっと言い方はあれですけれども、真ん中ぐら
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いに位置しているというところでございます。 

 以上でございます。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長兼福祉保険

部生活福祉課参事 健康被害の情報公開について

なんですけれども、全体の状況としましては、国

や大阪府単位で公開されておりますので、そうい

う情報については、市民の皆様にもお伝えはでき

ると思います。 

 そういうことであるとか、またいろいろな副反

応についても御説明をさせていただいて、接種を

受けるかどうかの御判断にしていただけるように

したいと思います。 

 また、健康被害があった場合の相談窓口としま

して、保健センターのほうで丁寧に対応していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○川口教育部次長兼指導課長併成長戦略室プロモー

ション戦略課参事 パビリオンの関係なんですけ

れども、先ほど御答弁させていただきましたよう

に、学校のほうは行こうということで、既に要望

を上げております。 

 ただ、それに対して確実にということを今おっ

しゃっていただいたんですけれども、それを含め

た詳細につきましては、今後万博の協会のほうか

ら決定次第、お知らせがいただけるというふうに

認識をしているところでございます。 

 また、下見の件なんですけれども、開幕する４

月13日以降で、現在下見ができるという情報もい

ただいておりまして、ただそれに対しまして、事

前にやはり下見をさせていただきたいという要望

を現在上げているところでございますので、それ

も検討していただいているというふうに考えてお

ります。 

 また、この４月にすぐに下見をして、４月に行

く学校も確かに数校ございます。ただ現在の泉南

市のこういった万博会場、万博に対する日程のこ

となんですけれども、４月、５月、７月、９月と

満遍なく予定がされております。 

 この日程につきましては、やはり学校のこう

いった行事の年間計画の中で、月を決めていただ

いているということになりますので、数校あると

ころにつきましては、下見については迅速な対応

をしていただけるというふうに考えております。 

 以上です。 

○上柴教育総務課参事 配送時間につきましては、

各学校によって若干の違いはあると思いますけれ

ども、おおよそ約30分ぐらいになるかなと考えて

おります。 

 以上です。 

○澁谷委員 ちょっと重なっていなかったので、１

点だけお尋ねしたいと思います。 

 歳出のほうで、民生費の社会福祉費の中で、学

習サポーターの増加に伴う謝礼金の増額というこ

とで34万8,000円計上されていますけれども、こ

れについてちょっとお尋ねしたいんですけれども、

お願いします。 

○谷委員長 ただいまの澁谷委員の質疑に対しまし

て、理事長の答弁を求めます。 

○竜田福祉保険部次長兼生活福祉課長 この学習支

援事業なんですけれども、事業の中身としまして

は、生活保護世帯及び生活困窮世帯の子ども、こ

れは中学生対象なんですけれども、と及びその保

護者を対象にその世帯が主体的に子どもの進路を

決めることを支援するということと併せまして、

その世帯が抱える課題等を抽出、整理しながら、

学習支援を通して、子どもの社会的自立を支援す

るということを目的に実施しております。 

 今回補正させていただいたのは、ここ二、三年、

サポーター、これは現在教職員ＯＢの方と大学生

でしているんですけれども、この大学生の協力が

少なかったということで、今年度予算的には絞っ

た形でしていました。 

 やはり今、教職員ＯＢの方から、やっぱり若い

先生、大学生も来てほしいという要望もありまし

たので、今回年度始まって近隣の大学に、こうい

う事業をしています、協力してもらえませんかと

いうことで、掲示していただきました。 

 それを見て結構多くの大学生が協力していただ

けたということで、そこの様子を見るのに、そこ

のサポーターの報酬を支払ったと、今もまだいろ

いろ積極的に協力したいという気持ちを聞いてい

ますので、そこに対する予算的措置ということで、

今回補正を上げさせていただきました。 

 以上です。 
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○澁谷委員 ありがとうございました。とてもいい

ことだと思います。ちょっと心配なのは、学校の

そういう相談とか、勉強を教えている中で、いろ

んな困りごととか、御相談があると思います。 

 こうした場合、まずその前に、どこで学習サ

ポートを、どこで教えてはるんでしょうかね。場

所、募集は分かりました。大学に声をかけたら集

まったということで、その場所と、そしてそうい

う、言ったらちょっと生活が大変な方たちに対し

ての働きかけ、その親御さんに対しての周知とか、

そういうふうなものの仕方も、ちょっと分からな

いですし、どこで教えてはるのか。 

 このことに対していろんな、学習面だけではな

くていろんな生活面での困りごととか、そういう

悩みとかも出てくると思うんですけれども、それ

で対応も、いうたら元教職員さんは分かります。

学生さんもサポートしていろいろアドバイスして

あげているということでしょうかね。ちょっとそ

の辺を教えてください。 

○竜田福祉保険部次長兼生活福祉課長 では、順次

回答させていただきます。 

 １つ目のどこでというところなんですけれども、

現在は青少年センターで週１度、晩の６時から８

時の２時間行っております。 

 この周知の方法なんですけれども、こちらは先

ほど言いました対象が生活保護世帯及び生活困窮

世帯というところですので、現在は生活保護の相

談に来られた方、あるいは生活困窮で生活福祉課、

あるいはここサポに相談に来られた方です。 

 その話の中で、中学生のお子さんがいてるとい

うことを聞いた中で、こういった事業を泉南市で

はしていますよということで、通知をしている状

況です。 

 ３点目で、対応なんですけれども、この勉強を

教えてもらうために来ているんですけれども、そ

の中で、やはり家庭の問題とかありましたら、現

状、泉南市の生活福祉課で校長ＯＢの方を、会計

年度職員として雇って、その方を責任者で、ずっ

といていただいていますので、その辺りを聞き

取ったサポーターから、その先生に話が行きまし

て、それで内容によって必要な課につなぐという

ことで、今取り組んでおります。 

 以上です。 

○澁谷委員 ありがとうございました。分かりまし

た。その中で、やっぱり生活困窮者は、塾とか行

くのは経済的に大変やということで教えてくだ

さっているんですけれども、そういう学習面でも

いろんなことに関して、青少年センターは、じゃ

学校とその生徒さんの通う中学校との連携とか、

そういうのは青少年センターを通してされている

んですか。学校の教育委員会との、その辺の絡み

を教えてください。 

○竜田福祉保険部次長兼生活福祉課長 学校との関

係ということなんですけれども、１つは、先ほど

言いました問題があってというところで、やはり

学校との関係、その辺りの連携が要るというとき

には、当然連携はさせていただいています。 

 それ以外に、年度当初に今年もこういう形で事

業をしますというところは、最初の校園長会で事

業の内容を説明させていただいています。 

 校長から各学校の先生に下ろしてもらうような

形でお願いはしているところです。 

○谷委員長 では、他に質疑はございませんか。 

○古谷委員 それではもう１点だけ、ちょっと確認

したいことがございます。 

 86ページの観光振興費についてということなん

ですけれども、これは、あれですか、日本遺産の

件での予算の追加になるのかな。ちょっと詳細、

10と12、13を教えてもらえたらということです。 

 これは、過去はたしか男神社かな、前市長のと

きは。今回この経緯と、あと製本とか作ったりは

されると思うんですけれども、これ実際、経済効

果の見込みはどのぐらい、観光のほうで見込んで

いるのか、お知らせください。 

○谷委員長 ただいまの古谷委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○城野プロモーション戦略課長 それでは、私のほ

うからは、日本遺産活用推進事業についてお答え

させていただきます。 

 こちらは、本年６月に泉南市へ信達金熊寺区の

金熊寺及び信達神社が日本遺産、葛城修験のス

トーリーに追加認定を受けたことで、御提案させ

ていただいているものでございます。 

 これに関しましては、先ほど委員からありまし
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たように、本市としましては、日本遺産としまし

ては、男里にあります男神社を神武東遷というス

トーリーの名の下に、日本遺産に何とかなれない

だろうかということで、エントリーを重ねてまい

りました。 

 結果、３回のエントリーをしたんですが、残念

ながら国のほうに認めてもらうことはできません

でした。このたび、葛城修験のストーリーに追加

認定ということで、貝塚市、泉南市、熊取町の２

市１町が同時に追加認定を受けております。 

 これによって、この南泉州地域のほぼ全ての自

治体で、この日本遺産葛城修験というストーリー

に加わることになりましたので、スケールメリッ

トを生かした取組ができるんではないかなという

ふうに考えております。 

 今回の補正予算に計上させていただいておりま

す、まず需用費に関しましては、葛城修験活用推

進協議会という和歌山県が事務局をやっている協

議会に加盟することになるんですけれども、そち

らのほうで、既に葛城修験のＰＲのために観光

マップであるとか、パンフレット、そういったも

のを作製しております。 

 今回我々の金熊寺、信達神社が追加されること

になりますので、その改定が発生します。そのた

めの費用となっております。 

 また、ごめんなさい、失礼しました、勘違いし

ました。10番の需用費に関しましては、ポスター、

チラシ、当日資料等印刷費ということでして、こ

ちらは、２市１町の追加記念の合同記念講演会を

今企画しております。そちらに用いるポスターチ

ラシでありますとか、当日資料の印刷費として計

上させていただいております。 

 そして、12番委託料の中で、日本遺産活用推進

事業委託料としまして、先ほど申し上げましたパ

ンフレットでありますとか観光マップ、そういっ

たもののデータの修正費等を計上させていただい

ております。 

 同じく、13番の使用料は及び賃借料としまして、

こちらも合同記念講演会の会場賃借料ということ

で、計上させていただいております。 

 最後、18番になりますと、日本遺産活用推進協

議会の負担金としまして、こちらは今後毎年３万

円の負担金が発生するということになっておりま

す。 

 以上です。 

○古谷委員 詳細、詳しく分かりました。ありがと

うございます。これはあと、何かグッズとかいう

のは、立て看板とか、そういうのはしないですね。

泉佐野市は結構そういうのに力を入れてやられて

いるんですけれども。 

 例えば、何でグッズとかにこだわるかというと、

今回あれですかね、新札が出たとき、出ましたよ

ね、1,000円とか１万円とか。その1,000円札が出

たら、その出たときに、熊本県の小国町では、そ

ういうフラッグを出して、こういう何ていうのか、

まちおこしみたいな形でやられたりしているんで

すよ。そういう記念行事だとか。 

 ちょっとそういう、僕さっき経済効果はと言っ

たんですけれども、何か観光で周知するんであれ

ば、ポスターだけやったらちょっと中途半端なの

で、何か予算を入れて、こういうふうにするとか、

ちょっとそういう力の入れ方をして、観光で上げ

ていくという。 

 だから、僕は最後答えを、ちょっと質問させて

もらったのが聞いていなかった。経済効果はどん

なものだということで、見込みあるというのを

ちょっと聞かせてもらったんですけれども、それ

が漏れていたんですけれども、何かそういうふう

に記念ごとで決まったんであれば、負担金も払う

んであれば、有効活用して予算もちゃんと入れて、

グッズを作ったり、力を入れていくべきじゃない

かなと思うんですけれども、その辺について最後、

聞かせていただきたいと思います。 

○城野プロモーション戦略課長 ごめんなさい。答

弁漏れがございました。 

 看板に関しましては、日本遺産葛城修験の統一

デザインの看板を、今後整備していく予定で考え

ております。 

 また、経済効果に関しましても、日本遺産にな

りましたので、日本遺産ブランドのロゴマークで

ありますとか、葛城修験のロゴマークを様々な形

で活用することが可能になってきます。 

 そのために、例えば地域資源を生かしたような

商品開発でありますとか、様々な角度から地域、
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またはこの本市を盛り上げていく方策を考えまし

て、できるだけ市にリターンがあるような形で検

討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○谷委員長 以上で本件に対する質疑を終結いたし

ます。 

 〔「委員長」の声あり〕 

○大森委員 この際、動議を提出いたします。 

 ただいま議題となっています議案第10号に対す

る修正動議を提出いたします。 

○谷委員長 ただいま大森委員から、議案第10号に

対する動議が提出され、動議は成立いたしました。 

 修正案をタブレットに掲載いたしますので、そ

の作業のため、この場で暫時休憩いたします。 

午前１１時１４分 休憩 

午前１１時１６分 再開 

○谷委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより議案第10号に対する修正案を議題とい

たします。 

 修正案につきましては、タブレットに掲載して

おりますので、御参照ください。 

 それでは、提出者の大森委員に提案理由の説明

を求めます。 

○大森委員 提案理由は、修正案に書かれていると

おり、万博会場は、ガス爆発事故、さらに交通手

段、熱中症対策、避難経路の問題など、課題が山

積みしている。 

 子どもと教職員の安全と負担を考え、万博への

学校遠足は中止すべきであり、万博遠足の交通費

を市が負担することには反対する。 

 具体的には、別紙にありますように、補正予算

のうち、第２条の第２表の債務負担行為の補正の

表を削るということです。 

 以上です。 

○谷委員長 ただいまの提出者の説明に対し、質疑

を行います。質疑はございませんか。 

○森委員 これは債務負担行為補正の表を削って、

この債務負担になった元の予算はどうなるのです

か。 

○大森委員 元の予算の中にこれ自体入ってあるか

ら、この部分だけ削ると、この部分だけには反対

ですよということです。債務負担行為の、森委員

がおっしゃっているのは、あれでしょう、よくあ

る歳入歳出の関連の予算の部分についての、その

全体の中に、補正予算（第６号）全体の中に補正

予算も入っているから、その中のうちのこの債務

負担の部分だけ削りますということです。 

○森委員 削ってどうするのか、その債務負担を

削っておいて、元の予算はどうするのか。 

○大森委員 元の予算はそのままでいいということ

です。 

○森委員 いや、そのままどう執行するのか、それ

を。 

○大森委員 債務負担行為のところを削ったって、

元の予算というか、それはもう全然影響ありませ

んよ。だから僕の考えとしては、この債務負担行

為の部分だけ削ってくださいと。あとはそのまま

執行してくださいということです。 

○谷委員長 よろしいですか。ほかに質疑はござい

ませんか。――――以上で修正案に対する質疑を

終結いたします。 

 これより修正案及び原案について順次討論を行

います。 

 まず初めに、修正案に対する討論を行います。

討論はございませんか。――――討論なしと認め

ます。 

 以上で修正案に対する討論を終結いたします。 

 次に、原案に対する討論を行います。討論はご

ざいませんか。 

○大森委員 修正案のまだ採決がないんですけれど

も、今言いましたように、今度の予算については、

物価高騰対策等のことを含めまして、学校給食の

無償化とか、それから障害者施設や介護施設への

支援などがあり、その項目については賛成いたし

ます。 

 ただ、債務負担行為にある万博については、先

ほど修正案を出したときに提案理由に述べました

ように、安全性の問題等を含めまして……。 

○谷委員長 ちょっとお待ちください。 

 ちょっと修正案を出されているので、原案に対

して討論をするのは、少しつじつまが合わないの

かなと思いますので。 

○大森委員 何でよ。 

○谷委員長 修正案を出しているじゃないですか。 
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○大森委員 だから、討論に対する、違う、原案に

対する討論をしているわけでしょう。 

○谷委員長 修正案で説明されていますので。 

○大森委員 同じ中身だって説明したってええで

しょう、別に討論したって、急にそんなんやめ

ろって、話している最中に言われたってさ、こっ

ちが困るわね、そんなこと。ちゃんと最初にそん

なら、ちゃんと考えて対応してくれへんかったら、

今頃そんなん言われたって、そんなんどうせえと

いうの、そんなん。（「しゃべりいや」の声あり）

なあ、しゃべったらええやん。ちょっと最後まで

したらええやんか。（「反対、どこを反対してい

るのかが分からない」の声あり）どこを反対する

のか、今言うたように、補正を……（「採決しよ

うや。だから、しゃべってよ」の声あり）そうし

よう、債務負担行為の部分についてだけ削除する

ということでということです。 

 そやから、その債務負担行為の万博の交通費が

含まれているこれについては反対しますと。ただ

いろんな、これ以外の部分については、今言うた

ように物価高騰対策等が含まれているので、賛成

ですけれども、これがあるので、反対しますとい

うことです。 

○谷委員長 以上で原案に対する討論を終結いたし

ます。 

 これより修正案及び原案について順次採決をい

たします。 

 まず初めに、議案第10号に対する大森委員から

提出されました修正案について採決いたします。 

 お諮りいたします。本修正案のとおり可決する

ことに御異議ございませんか。（「違う、違う」

の声あり）すみません、失礼いたしました。 

 お諮りいたします。本修正案のとおり可決する

ことに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○谷委員長 起立少数であります。よって議案

第10号に対する修正案は否決されました。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○谷委員長 起立多数であります。よって議案第10

号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第11号「令和６年度大阪府泉南市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」を

議題とし、質疑を行います。質疑はございません

か。――――質疑なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第11号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案第

11号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第12号「令和６年度大阪府泉南市介

護保険事業特別会計補正予算（第１号）」を議題

とし、質疑を行います。質疑はございませんか。

――――質疑なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません。

が。――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第12号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案とおり可決す

ることに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案第

12号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第13号「令和６年度大阪府泉南市後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）」

を議題とし、質疑を行います。質疑はございませ

んか。――――質疑なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第13号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案第

13号は、原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第14号「令和６年度泉南市下水道事

業会計補正予算（第１号）」を議題とし、質疑を

行います。質疑はございませんか。――――質疑

なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第14号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案第

14号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本特別委員会に付託をされました。 

 〔「委員長」の声あり〕 

○田畑副委員長 先ほどの事務局から指摘があった

反対討論のことなんですけれども、もう１回事務

局と正副で精査して、委員会のルール上、修正案

を出して説明した中で、反対討論というところで、

もう１回確認して、まこと間違っているんであれ

ば、削除してもらうよう一度検討を、委員長、し

てもらえたらありがたいんですけれども、お願い

します。 

○谷委員長 ありがとうございます。検討させてい

ただきます。 

 では、以上で本特別委員会に付託されました議

案の審査につきましては全て終了いたしました。

委員各位におかれましては、慎重なる審査をいた

だきまして、誠にありがとうございました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任していただきますようお願い申し

上げます。 

 これをもちまして、令和６年度予算審査特別委

員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時２７分 閉会 

（了） 
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